




　2004 ～ 2006 年度の報告書では、県内の複数の産直市（直売所）の実状と変化を追いながら、

産直市運営の課題と対応、地域（農業）に与えうる可能性について体系的に整理を行ってきた。

また、産直市と深く関わりながら展開されている地産地消活動の意味や役割について、これから

の中山間地域の地域農業展開の道を探りながら整理に努めてきた。

　今回（2008 年度）は、これまでの報告内容も踏まえ、これからの産直市を含む地域農業の展開

を一つの地域（農業）振興の道筋（シナリオ）として整理することに視点を移すこととした。わ

が国農業が総じて、農業所得（農家所得）の低さ、長きに渡る所得獲得機会の閉塞感に起因して、

意欲も、誇りも、使命感も持ち続けるのが困難な状況にある中で、産直市と関連した農業・農村

ビジネス、地産地消活動が、農業に対する様々なモチベーションを取り戻し、更には、地域（農業）

の所得獲得機会、地域の経済に新たな可能性をもたらすものとしてより一層強く認識されつつあ

るからである。

　産直市と関連した農業・農村ビジネス、地産地消活動は複合的に展開されているものであるが、

これらを地域（農業）振興の筋道として整理するに当たり、『プライマリー・エリア（基礎エリア）』

と『ディベロップメント・エリア（応用エリア）』という概念を用いた。簡単に言えば、プライマリー・

エリアは、生産者と顧客のコミュニケーションを通し生産と販売が繋がる最初の単位である。産

直市がプライマリー・エリアにおける生産者と顧客のコミュニケーションの中心点の１つとして

展開し、農業者に対しての張り合いづくり、農業所得向上のきっかけの場あるいは実現の場となる。

また顧客に対しては、その地域の農産物や農業への関心や信頼形成の場として機能する。そして、

プライマリー・エリアで得た確固とした自信と安定した生産力を踏まえて、産直市機能の複合化（農

村レストランや加工ビジネス等との複合化）、産直市間のネットワーク化、農・商・工・観光連携

（企業の農業参入や食料産業クラスター化）など農業者にとって外へ向けた展開（ディベロップメ

ント・エリアへの展開）が有利な形で進み、持続可能な農業（自然資源を生かした環境保全型農

業者）や地域経済循環（生産物の地域内利用や住民への所得獲得機会の提供）が促進される。そ

して行政が行うべき有効な支援体制づくり等の視点が明確化されることとなる。

　今回の報告書と今後の継続研究によって産直市を含む地域農業振興の道筋（可能性）が少しで

も具体的に見えるようなところまで進めたいと思っている。多くの方々からのご意見など含めて

提言を頂ければ幸甚の至りである。

注１　「産直市」 とは農産物等直売所についての島根県における一般的呼称で、 行政機関等でも用いられている。

本報告書では、 島根県中山間地域の産直市をコアとした地域農業振興手法をとりまとめているという趣旨から、 でき

るだけ直売所ではなく土着の産直市という言葉を用いることとする。 他方、 本報告書では理論的展開の中で、 また

事例として他県の直売所への叙述が多い。 この場合については、 直売所と標記することとしたい。
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『基礎理論編』
　産直市の起こりとステージアップの様相

　市場の求める規格での出荷や価格競争に勝ち抜く規模を持つことが当たり前に求めら
れ、しかし、それに大部分の農業地域が行き詰まりをみせていた時代に、数多くの産直
市（直売所）が起こった。
　まず数多く無人市が立ち、それがまとまり有人市となり価格や新鮮さで人気を高め、
更に直売所販売目的の生産、品揃えや品質の追及が当たり前になるまでに成熟し、農協
や量販店が出資する大型直売所も出現した。
　そして今日、地元住民や施設に安定して食材を提供する地産地消活動の中心点となる
とともに、加工施設やレストランと強く結びつき顧客吸引力等を高めようとする『機能
複合化』や、複数の産直市、直売生産者が結びついて更に競争力を高めようとする『ネッ
トワーク形成』が進みつつある。

『実践応用編』
　「直売」ビジネスの機能複合化 と「直売」ネットワークの形成

第１部「直売」ビジネスの機能複合化　～事業複合化から事業体間連携まで～
　機能複合化は、売上の向上、直売間競争の激化に対応した顧客吸引力の強化、付加価
値販売の強化による所得獲得機会の充実等を目的として、単独直売所から複数の直売所・
加工所・レストランによる連携まで様々なスケールで取り組まれつつある。
　これにより、直売所へ出荷する生産者に加え、加工所従事者、料理人など所得 ( 就業 )
機会の幅が広がり、また顧客層の幅の広がりや直売の売上の安定化等の効果も生まれて
いる。

第２部「直売」ネットワークの形成　～民間主導から産直市・農協協働まで～
　「直売」ネットワークは「集荷システム」を媒介に形成されつつある。立地条件等の
悪さのため直売所や市場への出荷が難しい地域の状況に対応して、あるいは、出荷者の
高齢化等を背景とした直売所販売の行き詰まりに対応して、民間事業体、市町村自治体、
農協が集荷システムを導入し、併せて地域内外に売り場を設置している。
　これにより、出荷できなかった（高齢化でできなくなったも含む）生産者からの出荷
が可能となり、様々な生産者が『直売』で結ばれた。また、出荷量の拡大と安定化は、
大都市部での販売などにも繋がっている。

PP11～101

PP１～９

PP11～68

PP69～101



●「直売」ビジネスの機能複合化例 PP22～28
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●「直売」ネットワークの形成例

加茂遊学ファーム（島根県雲南市）1998年から活動、2009年に惣菜製造販売施設を新設

奥出雲産直振興推進協議会（島根県雲南市他）2001年から活動
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『データ分析編』
　「直売」の地域経済効果、集荷システム、新規参入条件等

実践応用編で事例ごとに整理したデータを中心に、今後の「直売」に関わる取り組みで、

参考値となると考えるものをとりまとめた。産直市運営に携わる方、関連行政機関など

支援する立場の方々に利用して頂く機会があれば幸甚である。

６．燃料高騰の直売所運営への影響及び今後の対応フレームについての考察 P121

燃料高騰時代に直売所はどう対応すべきか？

２008 年４～１0 月の国道 54 号線に立地する５つの直売所の売上動向と各直売所の

交通量等立地条件、品揃え、顧客層、機能複合化状況等について比較分析を行い、対応

の方向性について考察した。

５．「直売」における新規参入についての現状の整理 P118

直売所へ新規参入者が加入しやすい条件とは？

売上が伸び続けている３つの「直売」事業を事例に、新規参入の状況、事業の運営主体、

出荷範域、出荷者分布、集荷システムの有無等の条件について比較分析を行った。

４．「直売」における集荷システムの現状の整理 P114

近年、各地の直売所等で導入され始めている集荷システムの採算性や効果は？

中国地方の５つの集荷システムを対象に、その特徴、運営体制、採算性、販売とのつな

がり方、効果等について比較分析を行った。

３．直売所の立地が農業就業人口動態に与える影響についての分析の試み P112

直売所は、地域の農業人口の減少抑止に効果を持ってきたのか？

２つの直売所が立地する地域を対象に、農業就業人口を目的変数、直売所への関わり方

等を説明変数とした重回帰分析により農業就業人口減少抑止効果について確認を試み

た。

２．直売所及び関連ビジネスの地域への経済効果についての事例分析 P107

直売所、農産加工品製造販売、及びその複合的展開が、立地する地域において、誰に（地

域住民のどの層に）、どのような規模で、どのような形の効果をもたらすのか？

青空市ぶなの里（直売所）、ユートピアつがか（加工品製造販売）、加茂遊学ファーム（直

売所＋惣菜製造販売＋軽食）を事例として定量的把握を行った。

１．６次産業的展開が地域経済にもたらす経済効果規模についての把握の試み P103

「直売」を核とした６次産業的展開が、地域経済生産にどのような規模の効果を持ちう

るのか？

世羅６次産業ネットワーク、布野特産センターを事例として定量的把握を試みた。
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資料 :農業経営統計調査      
注：2004 年から統計基準の変更があることに留意。データは 2003 年以前とは直接的に連結しておらず、
直接比較はできない。
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紹介する事例の位置づけ（事業内容、活動範域、販路）
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島根県中山間地域『産直市』の現状と展開Ⅳ

ー「直売」の地域経済効果、集荷システム、新規参入条件等 ー

『データ分析編』
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直売所 所在地
併設機能
隣接施設

2007年売上
（万円）

前年比
地域外
顧客割合

立地
（交通量）

布野ふれあい市場 広島県三次市布野町
ｱｲｽｸﾘｰﾑｼｮｯﾌﾟ内設 ※施設間連携強
道の駅ﾚｽﾄﾗﾝ・物販施設隣接

10,829 107.1%
87％

(2006年）
R54号線沿い

(4,568台)

青空市ぶなの里 島根県飯南町頓原
ｱｲｽｸﾘｰﾑｼｮｯﾌﾟ
道の駅ﾚｽﾄﾗﾝ・物販施設隣接

8,507 106.9%
87％

(2006年）
R54号線沿い
（6,028台）

グリーン掛合 島根県雲南市掛合 道の駅ﾚｽﾄﾗﾝ・物販施設隣接 2,373 85.8%
52％

（2004年）
R54号線沿い
（7,327台）

木次たんびに来て家 島根県雲南市木次 道の駅ﾚｽﾄﾗﾝ・物販施設隣接 8,912 100.7%
70～90％

と推定
R54号線沿い
（11,748台）

モリモリ奥出雲 島根県松江市 量販店の中に産直ｺｰﾅｰとして開設 6,766 106.8% － －

資料：交通量は国土交通省2007年度道路交通センサス（平日自動車類12時間のもの）
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